
 

 

 

 

 11月１日（水）色団ごとにバスに乗って、太閤山ランドに、秋のたてわり遠足に行ってきました。

快晴でとても気持ちがよい日でした。バスの中では楽しく会話をしたり、ゲームやしりとりをした

りしている声が聞こえてきました。私も１年生になぞなぞを出しました。「いち＋ごは？」１年生は

「６」と答えたので、「ブー、正解はいちごです。」１年生は「何で何で？６じゃないの？」と言いま

した。隣の６年生が一生懸命説明してくれましたが納得できないという表情でした。 

太閤山ランドでは、①こどもみらい館 ②展望台 ③わんぱくの丘 ④複合遊具の４つのチェックポ

イントを班ごとに自由に回ります。班行動中は学年に応じて、ルート係、時計係、水分補給係など全

員に役割があります。決められた役割をしっかり果たしながら、展望台で富山湾を眺め、いろいろ

な遊具でたっぷり遊んでいました。回っている途中で黄色い紙をもった先生に出会って、合言葉係

の「せーの」の後に「協力」とみんなで元気よく言うといろいろなクイズが出題されます。例えば

「太閤山ランドの太閤とは誰のことでしょう？」です。難しい問題ですが、６年生は社会科で習っ

たばかりということで、しっかり正解しているようでした。 

お昼はみんなが楽しみにしているお弁当です。ピクニック広場で班ごとに楽しく食べました。食

べ終わると、そり遊びをしたり、作り物の豚や牛、キリン等によじ登ったりして遊んでいました。 

たてわり班の仲間と活動することを通して、お互いのよさを見付け、より仲良くなることができ

た１日でした。 

  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜笹巻づくり体験＞12月 5日（火） 
５年生が宮川公民館の主催事業「笹巻づくり」を

体験します。「笹巻」は、上市町須山地区に伝わる
伝統料理で、常温で日持ちのする携帯食としてつく
られたものではないかと言われています。５年生が
秋に収穫したもち米と黒豆を隈笹で包み、ひもで結
びます。それを鍋に入れて１時間ほど煮ると出来上
がりです。公民館の皆さんが、５年生に笹の巻き方
を教えてくださいます。 
 
＜新米をいただきました＞ 
 宮川青壮年部（代表 井上 寛様）より、新米を
２俵いただきました。給食でいただく予定にしてお
ります。 
 
〈シャクヤクの植え付け＞ 
 上市町産業課より、新町制 70周年事業に伴う町
花シャクヤクの種苗が配布されました。環境委員会
の子供たちが前庭の花壇に植えました。小さな花が
2年目から咲き、３年目からは大きな花が咲くそう
です。開花が待ち遠しいです。 
 
＜下校時刻の変更＞ 
・冬の懇談会・学期末業務のため 
  12月 11日（月）～15日（金）下校 14:30 
・２学期終業式のため 
  １２月２２日（金）下校 13:00 
 
令和６年 
・３学期始業式のため 
  1月９日（火）下校 13:０0 
・学期始め業務のため 
  1月 10日（水）～12日（金）下校 14:30 

 
ご理解ご協力をお願いします。 

上市町立宮川小学校 

令和５年度学校だより 

12月号   

 

 

年間の生活目標  ２学期の生活目標 
安心！あったか！安全！ 正しい言葉づかい 
自分とみんなの命と心。 をしよう。 

 

５(火) ５年 笹巻づくり 

７(木) ４年 プラネタリウム見学 

１３(水)～１５(金) 冬の個別懇談会 

１８(月) 町内児童会 

２２(金) 第２学期終業式 

12/25(月)～1/8(月・祝) 冬季休業 

1/9(火) 第３学期始業式 校内書初大会 

    

11 月 15 日（水）箏・尺八ユニット「薫風之
音」をお招きし、学校コンサートを開催しまし
た。虚無僧に扮した鯨岡さんの尺八の演奏に始
まり、尺八は、「ちくわ」ではなく竹でできてい
ること、藤崎さんには、箏は自由に音が変えら
れることなどを教えてもらいました。今注目の
若手 藥袋和輝さんの名演技もありました。子供
たちは演劇やクイズを楽しみ、素敵な演奏に聞
き惚れていました。 



 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3 年】 
２学期のはじめから、週に１度、ローマ字学

習プリントに取り組んでいます。１１月に入
り、ローマ字の学習が定着してきたため、タイ
ピング練習を始めました。グループでのタイ
ピングしりとりゲームでは、やっていくうち
に打つスピードが上がる子供が増えていま
す。「今日は２０個までいけた！」「次は、３０
個までいこう！」など、友達同士で声を掛け合
い、楽しく学習していました。 
休み時間には、寒い日でも、外で元気よく遊

んでいます。教室に帰ってくる顔は、みなほん
のり頬が赤く染まっています。 
手洗いとうがいを徹底しながら、残り 15 日

間が充実した日々となるよう支援していきま
す。 

【５年】 

 11 月 17 日に行われた「夢の教室」では、元陸上

選手の市河麻由美さんを講師にお迎えして、正しい

フォームで走るコツや、夢に向かってどのように頑

張ってこられたか、お話を聞きました。子供たちは、

市河さんの話に何度も出てきた「あきらめない」とい

う言葉が印象に残ったようで、やり抜くことの大変

さと重要さを肌で感じているようでした。 

自分の好きなことや将来の夢を考える場面では、

自分が熱中できるものに向き合い、将来の職業選択

や、どんな大人になりたいか、ということについて一

生懸命に考えていました。自分の好きなことを考え

る時間は、きらきらした笑顔で溢れていました。 

【6年】 
 図画工作科では「私の大切な風景」に取り組んで
います。子供たちは、６年間を振り返り、１番思い出

に残っている場所を描いています。「楽しいイメー

ジにしよう」「この階段毎日上ったな」など、一人一

人が思いをもって作品をつくっています。私は、こ

の作品づくりが始まると「卒業」が近付いているこ

とを感じます。 

さて、いよいよ１２月。２学期も最後の月になりま

した。残り 15 日間、落ち着いて、しっかりとまとめ

を行いたいと思います。また、卒業式の合唱曲を決

めたり、卒業アルバムの写真選定をしたりと、少し

ずつ卒業に向けて動き出します。 

【のぞみ級】 

最近、とてもうれしい姿を見付けました。２つ紹介します。１つ目は、「〇〇さんの椅子を机の上にあげておきました。

（掃除）」、「先生、何か手伝いましょうか。」など、自分以外の人のために働く姿です。２つ目は、当番活動についてで

す。例えば「配り物をすること」「教室の窓を開閉すること」「教室で飼っている金魚に餌をあげること」などがありま

すが、２学期始めに決めたことを、ずっと責任をもってやり続けている姿です。どの姿も、周りを助けることに繋がって

おり、素敵だと思いました。これからも、みんなで協力し合い、がんばってほしいです。 

２学期終業式まで、あと１５日です。終業式の日には、自分のことを振り返り、「楽しかった」「頑張った」「できるよ

うになった」という思いを、たくさんもってほしいです。そのために、今からできることにしっかりと取り組むよう支援して

いきます。気温が低くなり、体調を崩しやすい時期です。体調には十分に気を付けてください。 

 

【１年】 
 寒い日が続いていますが、１年生は縄跳びをし
たり、体育館でボール遊びをしたり、教室で読書や
自主学習をしたりと、思い思いに元気に活動して
います。 
 国語科では、漢字や片仮名の学習が続いていま
す。上手に書くポイントを探しながら練習に励ん
でいます。算数科では、繰り上がりや繰り下がりの
ある計算に取り組んでいます。計算の仕方を説明
できる子供たちも増えてきました。友達同士で教
え合うこともあり、成長を感じます。生活科では、
秋のおもちゃづくりをしています。どんぐりや松
ぼっくりを使って楽しく製作しています。 
 ２学期もあと僅かです。学習したことを、しっか
り理解できるように支援していきたいと思いま
す。 

【2 年】 
 算数では、九九の学習をしています。5 の段、2の
段、3の段、4 の段・・・と学習が進んでいます。九
九の決まりを見付ける学習では、『同じ数をたす作
戦』や『前の答えにたす作戦』で取り組んでいます。 
 ６の段の九九の学習で、ある子から「6 の段の九九
の答えの一の位が６、２、８、４、０で繰り返されて
いる」という意見が出てきました。最初はよく分から
ないぞという顔をしていた周りの子達も、説明を聞
くうちに、「なるほど！すごい！」「そんなきまりがあ
ったのか！」と興奮した様子を見せていました。友達
から学び合う頼もしい姿だと感心しました。 
 ご家庭でも音読や計算ドリルなどを見ていただい
ていると思います。子供たちから、「10 回以上練習
した！」「お風呂で練習してる！」「お兄ちゃんにも聞
いてもらった！」などの話を聞きます。真剣に楽しく
取り組んでいる様子を聞きうれしく思います。 

【4年】 

  先日、総合的な学習の時間の一環で、学校近くの
剱町公園へ、ごみ拾いに出かけました。これは、子供た
ちと今後の活動計画を考えたときに、出てきた案の一
つです。一見すると、きれいに見える公園。しかし、いざ
ごみ拾いを始めると、お菓子の袋、アイスの袋・容器
等、様々なごみが落ちていました。 
活動中に、子供たちは様々なことに考えを巡らせま
した。隣の空き地にもごみが落ちている様子を見て、
「拾いたい」と訴える子供。「学校のグラウンドも見てみ
ようよ」と提案する子供。拾ったごみの量を見て、４年生
だけで完結してよい話ではないと感じ「全校に広めた
い」と願いをもった子供。 
体験的な活動を通して、地域・学校の実態を把握
し、次の活動への願いや見通しをもつ、とても素敵な学
びの姿に、うれしい気持ちになりました。 


